
　

一　

「
風
光
頗
佳
な
り
」
―
―
岡
山
市
中
散
歩
始
ま
る

　

荷
風
一
行
（
永
井
荷
風
、
菅
原
明
朗
、
永
井
智
子
）
が
岡
山
駅

に
降
り
立
っ
た
の
は
、
昭
和
20
年
６
月
12
日
正
午
。
３
人
は

そ
の
翌
日
か
ら
岡
山
ホ
テ
ル
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

６
月
16
日
午
後
、
「
ホ
テ
ル
の
食
膳
あ
ま
り
に
粗
悪
な
れ
ば
」

（
『
斷
腸
亭
日
乘
』
、
以
下
適
宜
『
斷
腸
』
と
略
す
）
と
の
理
由
か

ら
旅
館
松
月
に
宿
替
え
を
し
て
い
る
。

　

岡
山
ホ
テ
ル
と
松
月
は
、
岡
山
駅
か
ら
ま
っ
す
ぐ
東
（
岡

山
城
方
面
）
に
延
び
る
大
通
り
（
現
在
は
拡
幅
さ
れ
て
「
桃
太
郎

大
通
り
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
北
側
に
あ
り
、
両
者
は
指
呼
の
距

離
に
あ
っ
た
。
次
頁
の
地
図
上
に
岡
山
ホ
テ
ル
の
位
置
を
①
、

松
月
の
位
置
を
②
と
し
て
示
し
て
い
る
。
（
こ
の
図
は
、
「
最
新

詳
密
岡
山
市
街
地
図
」
（
昭
和
15
年
、
部
分
）
に
荷
風
の
岡
山
市
中

散
歩
に
関
わ
る
施
設
・
建
築
物
な
ど
と
６
月
18
日
の
散
歩
ル
ー
ト

を
書
き
入
れ
た
も
の
）
。

　

荷
風
の
岡
山
で
の
市
中
散
歩
は
、
早
く
も
そ
の
翌
朝
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
日
は
夜
に
な
っ
て
ま
た
近
傍
を

歩
い
て
い
る
。
旅
館
松
月
は
、
岡
山
神
社
、
後
楽
園
、
岡
山
城
、

旭
川
に
よ
り
近
く
、
散
歩
好
き
の
荷
風
に
は
好
適
の
宿
で
あ
っ

た
。
そ
の
６
月
17
日
の
記
事
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。

六
月
十
七
日　
日
曜

日
　

晴
、
午
前
岡
山
神
社
を
拝
し
祠
後
の

堤
に
出
て
岡
山
城
を
望
見
す
、
風
光
頗

す
こ
ぶ
る佳

な
り
、
歸
り

來
り
て
一
同
と
共
に
朝
飯
を
喫
す
、
夜
旅
宿
の
室
内
蚊

多
く
鬱
蒸
甚
し
け
れ
ば
出
で
ゝ
近
巷
を
歩
す
、
裁
判
所

縣
廳
等
あ
り
、
街
路
静
に
し
て
堤
防
の
方
よ
り
螢
の
飛

び
來
る
を
見
る
、
郷
愁
禁
じ
が
た
し
、
旅
宿
に
か
へ
り

燈
下
に
書
を
裁
し
て
凌
霜
五
叟

（
注
１
）の

許
に
郵
送
す
、
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荷
風
は
朝
食
前
に
岡
山
神
社
を
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す

ぐ
東
に
一
級
河
川
旭
川
が
流
れ
て
い
る
。
堤
に
立
つ
と
川
向

こ
う
に
後
楽
園
の
樹
影
が
広
が
り
、
川
下
約
500
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
は
国
宝
岡
山
城

（
注
２
）の

雄
姿
が
あ
っ
た
。
「
風
光
頗
佳

な
り
」
。
最
初
の
市
中
散
歩
で
得
た
岡
山
の
印
象
で
あ
る
。

　

「
街
路
静
に
し
て
堤
防
の
方
よ
り
螢
の
飛
び
來
る
を
見
る
」

と
い
う
の
は
、
現
在
の
岡
山
市
民
に
は
驚
く
べ
き
光
景
で
あ

ろ
う
。
近
年
で
は
県
北
の
中
山
間
地
域
で
も
蛍
の
飛
び
交
う

夜
を
復
活
さ
せ
た
こ
と
が
話
題
に
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。
荷
風

は
県
庁
が
あ
り
路
面
電
車
も
走
る
岡
山
市
中
心
部
で
蛍
を
見

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
荷
風
は
蛍
の
意
外
な
出
現
に
驚
い
て
い
る
様
子

は
な
い
。
「
郷
愁
禁
じ
が
た
し
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
旭
川

か
ら
飛
ん
で
き
た
と
思
わ
れ
る
蛍
は
、
蛍
の
飛
ん
で
い
た
東

京
の
往
時
に
荷
風
を
い
ざ
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

（
注
３
）。

　

松
月
に
は
、
６
月
29
日
の
岡
山
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
る
ま

で
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
『
斷
腸
亭
日
乘
』
に
は
、
ほ

ぼ
連
日
散
策
の
場
所
や
属
目
の
建
物
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
28
日
ま
で
の
12
日
間
の
記
事
中
に
見
え
る
主
な
も
の
を

拾
っ
て
み
る
と
次
の
通
り
。

　

６
月17

日
（
日
）	

岡
山
神
社
、
岡
山
城
、
裁
判
所
、
縣
廳

昭和 20 年６月 18 日午後の散歩ルート
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18
日
（
月
）	

縣
廳
、
裁
判
所
、
後
樂
園
、
蓬
莱
橋
、

發
着
所
（
④
）
、
峰ほ

う
ら
ん巒

、
溪
流

19
日
（
火
）	

沼
尻
温
泉
、
旭
川

20
日
（
水
）	

京
橋
、
中
島
町
、
娼
樓
、
岡
山
城
、
後

樂
園

21
日
（
木
）	

京
橋
、
色
町
、
娼
家
、
青
樓
、
寺
、
淫

祠

22
日
（
金
）	

（
「
早
朝
警
報
あ
り
」
）
（
「
此
日
終
日
讀

書
」
）

23
日
（
土
）	

舊
藩
校
（
③
）
、
縣
立
師
範
學
校

24
日
（
日
）	

（
菅
原
明
朗
夫
妻
明
石
へ
）

25
日
（
月
）	

西
大
寺
町
、
（
旭
川
）
河
畔
、
後
樂
園

26
日
（
火
）	

城
址
、
國
民
學
校
（

⑤
（
注
４
）

）

27
日
（
水
）	

（
「
住
所
變
更
の
通
知
を
な
す
」
）

28
日
（
木
）	

（
「
こ
の
夜
二
時
頃
岡
山
の
町
襲
撃
せ
ら

れ
火
一
時
に
四
方
よ
り
起
れ
り
」
）

　

「
縣
廳
」
と
「
裁
判
所
」
は
、
17
日
の
記
事
に
も
18
日
の

記
事
に
も
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
旅
館
松
月
の
近
く
に
あ
っ

た
。
道
路
を
隔
て
た
松
月
の
北
側
に
「
裁
判
所
」
が
あ
り
、

そ
の
前
の
道
を
右
に
折
れ
る
と
左
手
に
「
縣
廳
」
の
建
物
が

現
れ
る
（
前
頁
の
地
図
参
照
。
現
在
は
「
裁
判
所
」
、
「
縣
廳
」
と

も
移
転
し
て
い
る
）
。

　

二　

荷
風
の
岡
山
市
中
散
歩
を
追
う

　

17
日
は
い
き
な
り
「
午
前
岡
山
神
社
を
拝
し
」
と
始
ま
っ

て
い
て
岡
山
神
社
へ
の
道
順
は
不
明
だ
が
、
翌
18
日
の
日
記

は
、
荷
風
の
散
歩
ル
ー
ト
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
の
日
荷
風
は

ど
の
よ
う
に
市
中
を
歩
き
、
何
を
見
、
何
を
感
じ
た
の
か
を

見
て
み
よ
う
。
ま
ず
18
日
の
記
事
の
全
文
で
あ
る
。

六
月
十
八
日
、
晴
、
菅
原
君
夫
婦
朝
の
中
よ
り
出
で
ゝ

在
ら
ず
、
獨

ひ
と
り

晝
飯
を
喫
し
て
後
昨
朝
散
策
せ
し
あ
た
り

を
歩
む
、
縣
廳
裁
判
所
な
ど
の
立
て
る
坂
道
を
登
り
行

く
に
お
の
づ
か
ら
後
樂
園
外
の
橋
に
出
づ
、
道
の
兩
側

に
備
前
燒
の
陶
器
を
並
べ
た
る
店
舗
軒
を
連
ね
た
り
、

さ
れ
ど
店
内
人
な
く
半
ば
戸
を
閉
し
た
り
、
橋
を
渡
れ

ば
公
園
の
入
口
な
り
、
別
に
亦
一
小
橋
あ
り
、
蓬
莱
橋

の
名
を
掲
ぐ
、
郊
外
西
大
寺
に
到
る
汽
車
の
發
着
所
あ

り
、
眼
界
豁か

つ
ぜ
ん然

、
岡
山
市
を
圍か

こ

め
る
四
方
の
峰ほ

う
ら
ん巒

を
望

む
、
山
の
輪
郭
軟
か
に
し
て
險
し
か
ら
ず
、
京
都
の
丘

陵
を
連
想
せ
し
む
、
溪
流
ま
た
往
時
の
鴨
川
に
似
て
稍や

や

大
な
り
、
河
原
に
馬
を
洗
ふ
も
の
あ
り
、
網
を
投
げ
糸

を
垂
る
ゝ
者
あ
り
、
ボ
ー
ト
を
泛
る
も
の
あ
り
、
宛
然

画
中
の
光
景
人
を
し
て
亂
世
の
恐
怖
を
忘
れ
し
む
、
晡ほ

時じ

客
舎
に
か
へ
る
、
（
『
斷
腸
』
）
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は
じ
め
に
「
菅
原
君
夫
婦
朝
の
中
よ
り
出
で
ゝ
在
ら
ず
」

と
あ
る
が
、
夫
妻
が
宿
に
い
な
い
の
は
、
岡
山
疎
開
の
間
３

人
が
住
む
こ
と
の
出
来
る
「
借
家
貸
間
」
を
探
し
回
っ
て
い

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
岡
山
ホ
テ
ル
に
い
た
６
月
15
日
の
記
事

中
に
も
「
菅
原
氏
夫
妻
各
知
る
べ
を
た
よ
り
借
家
貸
間
を
さ

が
せ
ど
も
見
當
ら
ず
、
こ
の
夜
も
空
し
く
ホ
テ
ル
に
宿
す
」

と
あ
る
。
事
情
は
そ
の
日
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
こ
の
日
岡
山
市
は
好
天
で
散
歩
日
和
で
あ
っ
た
。

荷
風
は
昼
食
を
済
ま
せ
た
午
後
、
宿
を
出
て
い
る
。

　

ま
ず
、
「
縣
廳
裁
判
所
な
ど
の
立
て
る
坂
道
を
登
り
行
く
」

と
あ
り
、
松
月
を
出
て
北
に
進
ん
だ
荷
風
は
、
岡
山
地
方
裁

判
所
の
前
で
右
折
、
県
庁
（
現
在
の
県
立
美
術
館
や
天
神
山
文

化
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
と
こ
ろ
）
の
南
に
あ
る
緩
い
傾
斜
の
坂
道

を
東
の
方
に
登
っ
て
い
る
。

　

す
る
と
、
路
面
電
車
の
通
る
道
路
に
出
る
。
当
時
存
在
し

た
が
、
昭
和
43
年
に
廃
線
と
な
っ
た
番
町
線
で
あ
る
。
現
在

は
、
東
山
本
線
と
清
輝
橋
線
の
２
路
線
だ
が
、
当
時
は
３
路

線
運
行
さ
れ
て
い
た
。
東
山
本
線
は
、
岡
山
駅
前
を
出
て
城し

ろ

下し
た

で
右
折
し
て
南
下
す
る
が
、
番
町
線
は
城
下
を
北
に
向
か

う
路
線
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、
荷
風
と
明
朗
は
６
月
20
日
と
21
日
の
２
日
は
、

続
け
て
中
島
町
の
遊
郭
を
見
物
し
て
い
る
が
、
こ
の
両
日
の

日
記
に
は
、
い
ず
れ
に
も
「
電
車
に
て
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
時
２
人
が
乗
っ
た
の
が
東
山
本
線
（
当
時
は
旭
東
線
）
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
宿
に
最
寄
り
の
城
下
電
停
か
ら
京
橋
に

近
い
西
大
寺
町
電
停
ま
で
乗
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

　

「
坂
道
を
登
り
行
く
に
お
の
づ
か
ら
後
樂
園
外
の
橋
に
出

づ
」
と
荷
風
は
書
い
て
い
る
が
、
こ
こ
は
か
な
り
省
筆
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
坂
道
か
ら
橋
ま
で
行
く
に
は
、
前
掲
の
地
図

を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
か
な
り
の
曲
折
を
経
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

県
庁
前
の
坂
道
か
ら
だ
と
ま
ず
番
町
線
の
路
面
電
車
の
通

る
道
路
に
ぶ
つ
か
る
。
こ
の
道
路
を
横
断
す
る
と
旧
津
山
往

来
に
入
る
が
、
そ
れ
を
北
に
進
む
と
現
在
の
後
楽
園
通
り

と
交
差
す
る
十
字
路
に
至
る
。
そ
こ
を
右
に
曲
が
る
と
約
80

メ
ー
ト
ル
先
に
見
え
る
の
が
「
後
樂
園
外
の
橋
」で
あ
る
。「
お

の
づ
か
ら
」
こ
の
橋
に
出
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

「
道
の
兩
側
に
備
前
燒
の
陶
器
を
並
べ
た
る
店
舗
軒
を
連

ね
た
り
」
と
荷
風
は
書
い
て
い
る
が
、
菅
原
明
朗
は
、
『
荷

風
罹
災
日
乘
註
考
』

（
注
５
）

で
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、
「
文
章
の

綾
で
店
は
数
軒
、
荷
風
は
こ
の
家
に
立
寄
っ
た
。
今
も
当
時

の
ま
ま
で
あ
る
」
と
注
し
て
い
る
。
な
お
、
掲
載
さ
れ
て
い

る
写
真
を
見
る
と
、
荷
風
が
立
ち
寄
っ
た
「
こ
の
家
」
と
い
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う
の
は
備
前
焼
を
商
う
平
井
本
店
で
、
昭
和
35
年
７
月
に
再

び
こ
こ
を
訪
れ
た
明
朗
は
「
今
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
」
と

付
言
し
て
い
る
。
こ
の
店
は
現
在
も
写
真
と
同
じ
扁
額
を
入

口
に
掲
げ
、
鶴
見
橋
西
詰
め
の
同
じ
場
所
で
営
業
し
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
後
、
明
朗
は
、
す
で
に
通
り
過
ぎ
て
い
る
県

庁
舎
に
つ
い
て
、

日
記
に
は
誌
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
縣
廳
門
前
の
坂
道

を
登
り
行
く
」
（
明
朗
は
『
永
井
荷
風
日
記
』
第
７
巻
の
荷

風
日
記
を
使
用
し
て
い
る
の
で
本
文
に
相
違
が
あ
る
―
―
引

用
者
注
）
時
に
荷
風
は
こ
の
建
物
に
興
味
を
引
か
れ
、

し
ば
し
ば
こ
こ
で
眺
め
た
。

と
付
け
加
え
て
い
る
。
岡
山
市
中
散
歩
を
す
る
荷
風
の
様
子

が
目
に
浮
か
ぶ
報
告
で
あ
る
。
当
時
の
県
庁
舎
は
「
岡
山
に

お
け
る
正
式
異
人
館
の
第
一
号
」

（
注
６
）

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
で
消
失
し
た
偏
奇
館
と
重
な
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

「
さ
れ
ど
店
内
人
な
く
半
ば
戸
を
閉
し
た
り
」
と
あ
る
が
、

戦
時
下
の
客
の
来
な
い
陶
器
店
は
、
店
主
の
姿
さ
え
見
え
な

い
開
店
休
業
状
態
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

「
後
樂
園
外
の
橋
」
と
あ
る
の
は
鶴
見
橋
と
い
う
名
で
あ

る
が
、
橋
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
後
楽
園
の
入

り
口
か
ら
左
に
進
む
と
ま
た
橋
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
別
に
亦

一
小
橋
あ
り
、
蓬
莱
橋
の
名
を
掲
ぐ
」
と
「
一
小
橋
」
な
が

ら
名
を
記
し
て
い
る
。

　

鶴
見
橋
は
、
旭
川
の
本
流
に
架
か
る
大
橋
で
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
２
度
と
も
「
橋
」
と
し
て
名
は
出
さ
ず
、
支
流
に
架

か
る
小
橋
は
名
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ち
ぐ
は
ぐ
に
は
何
か

訳
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

（
注
７
）。

　

「
郊
外
西
大
寺
に
到
る
汽
車
の
發
着
所
あ
り
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
西
大
寺
鉄
道
（
軽
便
鉄
道
）
の
後
楽
園
駅
（
④
）
で
、

蓬
莱
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
当
時
は
、
後
楽
園
駅

か
ら
西
大
寺
市
（
現
在
の
岡
山
市
東
区
西
大
寺
）
の
西
大
寺
駅

ま
で
の
延
長
約
12
㎞
が
運
行
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
後
楽
園

駅
の
跡
地
に
夢
二
郷
土
美
術
館
が
出
来
て
い
る
。

　

「
眼
界
豁か

つ
ぜ
ん然

、
岡
山
市
を
圍
め
る
四
方
の
峰ほ

う
ら
ん巒

を
望
む
」
は
、

現
在
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
蓬
莱
橋
の
上
に
出
る
と
一
気

に
視
界
が
広
が
る
。
北
方
に
は
、
本
陣
山
（
443
ｍ
）
、
金
山

（
499
ｍ
）
、
本
宮
高
倉
山
（
458
ｍ
）
、
龍
王
山
（
312
ｍ
）
な
ど

の
山
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
低
山
で
稜
線
は
な
だ
ら
か
で
あ

る
。
振
り
返
る
と
、
南
東
の
方
角
に
は
市
民
の
里
山
と
し
て

親
し
ま
れ
る
操

み
さ
お

山
（
169
ｍ
）
も
近
く
に
見
え
る
。
ど
ち
ら
を

向
い
て
も
「
山
の
輪
郭
軟
か
に
し
て
險
し
か
ら
ず
」
を
追
体

験
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

周
り
の
山
々
か
ら
「
京
都
の
丘
陵
」
を
連
想
し
、
旭
川
の

－ 33 －



流
れ
を
「
往
時
の
鴨
川
」
に
比
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
往
時

京
都
に
遊
ん
だ
体
験
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
。
旅
行
を
好
ま

な
い
荷
風
で
あ
る
が
、
「
十
年
振
」
（
大
正
11
年
）
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
ま
で
に
京
都
に
は
４
度
遊
ん
だ
と
あ
る
。

　

だ
が
一
方
、
京
都
の
鴨
川
に
対
し
て
「
稍
大
な
り
」
と
認

識
し
な
が
ら
、
旭
川
を
谷
川
を
意
味
す
る
「
渓
流
」
と
し
て

い
る
の
は
ち
ょ
っ
と
解
せ
な
い
。

　

昭
和
14
年
の
改
修
工
事
で
後
楽
園
の
東
に
支
流
が
で
き

（
お
そ
ら
く
水
害
か
ら
後
楽
園
を
守
る
た
め
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
）
、

後
楽
園
は
完
全
な
中
州
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
本
流
に
架
か

る
の
が
鶴
見
橋
、
新
し
く
出
来
た
支
流
に
架
か
る
の
が
蓬
莱

橋
で
あ
る
。
荷
風
は
蓬
莱
橋
の
上
に
い
る
か
ら
こ
の
細
い
支

流
を
目
に
し
て
い
る
の
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
渓
流
と
は
言
わ
な
い
だ
ろ
う
し
、
「
稍
大
な
り
」
と
の
齟

齬
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
河
原
に
馬
を
洗
ふ
も
の
あ
り
、
網
を
投
げ
糸
を
垂
る
ゝ

者
あ
り
、
ボ
ー
ト
を
泛
る
も
の
あ
り
、
宛
然
画
中
の
光
景
人

を
し
て
亂
世
の
恐
怖
を
忘
れ
し
む
」
と
続
く
。
確
か
に
絵
を

見
る
よ
う
な
旭
川
の
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
荷
風
は
こ
こ
で

も
「
風
光
頗
佳
な
り
」
と
記
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。

　

こ
の
旭
川
の
の
ど
か
さ
に
荷
風
は
「
人
を
し
て
亂
世
の
恐

怖
を
忘
れ
し
む
」
と
し
た
た
め
る
の
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
荷
風

は
こ
の
時
点
で
岡
山
大
空
襲
を
知
ら
な
い
。

　

そ
し
て
10
日
後
の
６
月
28
日
の
日
記
に
荷
風
は
、

こ
の
夜
二
時
頃
岡
山
の
町
襲
撃
せ
ら
れ
火
一い

つ
と
き時

に
四
方

よ
り
起
れ
り
。
警
報
の
サ
イ
レ
ン
さ
へ
鳴
り
ひ
ゞ
か
ず

市
民
は
睡
眠
中
突
然
爆
音
を
き
い
て
逃
げ
出
せ
し
な

り
。
余
は
旭
川
の
堤
を
走
り
鐵
橋
に
近
き
河
原
の
砂
上

に
伏
し
て
九
死
に
一
生
を
得
た
り
。

と
書
き
留
め
る
こ
と
と
な
る
。
「
亂
世
の
恐
怖
」
を
三
た
び

体
験
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三　

荷
風
日
記
の
変
容

　
　
　

―
―
『
斷
腸
亭
日
乘
』
か
ら
『
罹
災
日
録
』
へ

　

荷
風
日
記
の
本
文
は
、
こ
こ
ま
で
『
斷
腸
亭
日
乘
』
原
本

に
拠
っ
て
き
た
。

　

こ
の
原
本
が
公
表
さ
れ
た
の
は
、
荷
風
没
後
の
昭
和
38
～

39
年
で
、
岩
波
書
店
版
『
荷
風
全
集
』
第
19
巻
～
第
24
巻
に

お
い
て
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
岡
山
時
代
を
含
む
昭
和
20
年
の
部
は
、
早
く
昭

和
21
年
３
月
～
６
月
の
『
新
生
』
誌
上
に
「
罹
災
日
錄
―
―

昭
和
二
十
年
の
日
記
―
―
」
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
さ
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ら
に
翌
昭
和
22
年
１
月
に
は
扶
桑
書
房
か
ら
単
行
本
『
罹
災

日
錄
（
昭
和
廿
年
日
記
抄
）
』
が
公
刊
さ
れ
た
。

　

荷
風
は
「
罹
災
日
錄
」
に
つ
い
て
、
『
斷
腸
亭
日
乘
』
原

本
の
中
か
ら
「
昭
和
廿
年
ノ
部
ヲ
抜
摘
セ
シ
モ
ノ
ナ
リ
」（
『
罹

災
日
錄
』
序
文
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
抜
き
出

し
た
も
の
で
は
な
い
。
『
斷
腸
亭
日
乘
』
原
本
の
本
文
が
ど

の
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
か
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
昭
和
20

年
６
月
18
日
の
記
事
を
例
と
し
て
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
全
文
を
示
す
。
異
同
の
見
え
る
箇
所
に

傍
線
を
引
き
、
①
～
⑭
の
番
号
を
付
し
て
い
る
。
な
お
、
以

下
は
『
斷
腸
亭
日
乘
』
原
本
の
本
文
を
Ａ
、
『
新
生
』
掲
載

の
本
文
を
Ｂ
、
単
行
本
『
罹
災
日
錄
』
の
本
文
を
Ｃ
と
適
宜

記
号
で
呼
称
す
る
。

Ａ
『
断
腸
亭
日
乗
』
原
本

六
月
十
八
日
、
晴
、①

菅
原
君
夫
婦
朝
の
中
よ
り
出
で
ゝ

在
ら
ず
、②

獨
晝
飯
を
喫
し
て
後
昨
朝③

散
策
せ
し
あ
た
り

を④

歩
む
、⑤

縣
廳
裁
判
所
な
ど
の
立
て
る
坂
道
を
登
り

行
く
に⑥

お
の
づ
か
ら⑦

後
樂
園
外
の
橋
に
出
づ
、⑧

道
の

兩
側
に
備
前
燒
の
陶
器
を
並
べ
た
る
店
舗
軒
を
連
ね
た

り
、
さ
れ
ど
店
内
人
な
く
半
ば
戸
を
閉
し
た
り
、
橋
を

渡
れ
ば
公
園
の
入
口
な
り
、
別
に
亦
一
小
橋
あ
り
、
蓬

莱
橋
の
名
を
掲
ぐ
、⑨

郊
外
西
大
寺
に
到
る
汽
車
の
發
着

所
あ
り
、
眼
界
豁
然
、
岡
山
市
を
圍
め
る
四
方
の
峰
巒

を
望
む
、⑩

山
の
輪
郭
軟
か
に
し
て
險
し
か
ら
ず
、
京
都

の
丘
陵
を
連
想
せ
し
む
、
溪
流
ま
た
往
時
の
鴨
川
に
似

て⑪

稍
大
な
り
、
河
原
に
馬
を
洗
ふ
も
の
あ
り
、
網
を
投

げ⑫

糸
を
垂
る
ゝ
者
あ
り
、⑬

ボ
ー
ト
を
泛
る
も
の
あ
り
、

宛
然⑭

画
中
の
光
景
人
を
し
て
亂
世
の
恐
怖
を
忘
れ
し

む
、
晡
時
客
舎
に
か
へ
る
、

Ｂ
『
新
生
』
誌
掲
載
「
罹
災
日
錄
」

六
月
十
八
日　

晴
。②

晝
飯
後
昨
朝③

散
歩
せ
し
あ
た
り
を

④

再
び
歩
む
。⑤

縣
廳
門
前
の
坂
道
を
登
り
行
く
に⑥

道
お

の
づ
か
ら⑦

後
樂
園
郊
岸
の
橋
に
出
づ
。⑧

橋
手
前
に
備
前

燒
の
陶
器
を
陳
列
せ
し
店
舗
、
道
の
南
側
に
並
び
た
れ

ど
、
店
内
寂
と
し
て
人
影
な
く
、
半
ば
戸
を
閉
せ
し
も

あ
り
。
橋
を
渡
れ
ば
公
園
の
入
口
な
り
。
別
に
亦
一
小

橋
あ
り
。
蓬
莱
橋
の
名
を
掲
ぐ
。⑨

郊
外
西
大
寺
に
到
る
。

汽
車
の
發
着
所
あ
り
。
眼
界
豁
然
。
岡
山
市
を
圍
め
る

四
方
の
峰
巒
を
望
む
。⑩

山
姿
優
婉
京
都
の
丘
陵
を
連
想

せ
し
む
。
溪
流
ま
た
往
時
の
鴨
川
に
似
て⑪

形
勢
稍
廣
大

な
り
。
河
原
に
馬
を
洗
ふ
も
の
あ
り
。
網
を
投
げ⑫

糸
を

垂
る
ゝ
も
の
あ
り
。⑬

小
舟
を
泛
る
も
の
あ
り
。
宛
然⑭

畫

裏
の
光
景
人
を
し
て
亂
世
の
恐
怖
を
忘
れ
し
む
。
晡
時

客
舎
に
か
へ
る
。
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Ｃ
扶
桑
書
房
刊
『
罹
災
日
録
』

六
月
十
八
日　

晴
。②

晝
飯
後
昨
朝③

散
歩
せ
し
あ
た
り
を

④

再
び
歩
む
。⑤

縣
廳
門
前
の
坂
道
を
登
り
行
く
に⑥

道
お

の
づ
か
ら⑦

後
樂
園
對
岸
の
堤
に
出
づ
。⑧

橋
手
前
に
備
前

燒
の
陶
器
を
陳
列
せ
し
店
舗
、
道
の
兩
側
に
並
び
た
れ

ど
、
店
内
寂
と
し
て
人
影
な
く
、
半
ば
戸
を
閉
せ
し
も

あ
り
。
橋
を
渡
れ
ば
公
園
の
入
口
な
り
。
別
に
亦
一
小

橋
あ
り
。
蓬
莱
橋
の
名
を
掲
ぐ
。⑨

郊
外
西
大
寺
に
到
る

汽
車
の
發
着
所
あ
り
。
眼
界
豁
然
。
岡
山
市
を
圍
め
る

四
方
の
峰
巒
を
望
む
。⑩

山
姿
優
婉
京
都
の
丘
陵
を
連
想

せ
し
む
。
溪
流
ま
た
往
時
の
鴨
川
に
似
て⑪

形
勢
稍
廣
大

な
り
。
河
原
に
馬
を
洗
ふ
も
の
あ
り
。
網
を
投
げ⑫

糸
を

垂
る
ゝ
も
の
あ
り
。⑬

小
舟
を
泛
る
も
の
あ
り
。
宛
然⑭

畫

裏
の
光
景
人
を
し
て
亂
世
の
恐
怖
を
忘
れ
し
む
。
晡
時

客
舎
に
か
へ
る
。

　

ま
ず
驚
く
の
は
、
修
訂
箇
所
の
多
さ
で
あ
る
。
Ｂ
も
Ｃ
も

単
に
Ａ
か
ら
「
抜
摘
セ
シ
モ
ノ
」
で
は
明
ら
か
に
な
い
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
修
訂
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
抜

き
出
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
Ａ
「
菅
原
君
夫
婦
朝
の
中
よ
り
出
で
ゝ
在
ら
ず
」
→
な

し
（
Ｂ
・
Ｃ
に
該
当
文
な
し
）
。

②
Ａ
「
獨
晝
飯
を
喫
し
て
後
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
晝
飯
後
」

③
Ａ
「
散
策
せ
し
あ
た
り
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
散
歩
せ
し
あ
た
り
」

④
Ａ
「
歩
む
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
再
び
歩
む
」

⑤
Ａ
「
縣
廳
裁
判
所
な
ど
の
立
て
る
坂
道
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
縣

廳
門
前
の
坂
道
」

⑥
Ａ
「
お
の
づ
か
ら
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
道
お
の
づ
か
ら
」

⑦
Ａ
「
後
樂
園
外
の
橋
に
」
→
Ｂ
「
後
樂
園
郊
岸
の
橋
に
」

→
Ｃ
「
後
樂
園
對
岸
の
堤
に
」

⑧
Ａ
「
道
の
兩
側
に
備
前
燒
の
陶
器
を
並
べ
た
る
店
舗
軒

を
連
ね
た
り
、
さ
れ
ど
店
内
人
な
く
半
ば
戸
を
閉
し
た

り
」
→
Ｂ
「
橋
手
前
に
備
前
燒
の
陶
器
を
陳
列
せ
し
店

舗
、
道
の
南
側
に
並
び
た
れ
ど
、
店
内
寂
と
し
て
人
影

な
く
、
半
ば
戸
を
閉
せ
し
も
あ
り
」
→
Ｃ
「
橋
手
前
に

備
前
燒
の
陶
器
を
陳
列
せ
し
店
舗
、
道
の
兩
側
に
並
び

た
れ
ど
、
店
内
寂
と
し
て
人
影
な
く
、
半
ば
戸
を
閉
せ

し
も
あ
り
」

⑨
Ａ
「
郊
外
西
大
寺
に
到
る
汽
車
の
發
着
所
あ
り
」
→
Ｂ

「
郊
外
西
大
寺
に
到
る
。
汽
車
の
發
着
所
あ
り
」
→
Ａ

「
郊
外
西
大
寺
に
到
る
汽
車
の
發
着
所
あ
り
」

⑩
Ａ
「
山
の
輪
郭
軟
か
に
し
て
險
し
か
ら
ず
、
京
都
の
丘

陵
を
連
想
せ
し
む
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
山
姿
優
婉
京
都
の
丘

陵
を
連
想
せ
し
む
」

⑪
Ａ
「
稍
大
な
り
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
形
勢
稍
廣
大
な
り
」
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⑫
Ａ
「
糸
を
垂
る
ゝ
者
あ
り
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
糸
を
垂
る
ゝ

も
の
あ
り
」

⑬
Ａ
「
ボ
ー
ト
を
泛
る
も
の
あ
り
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
小
舟
を

泛
る
も
の
あ
り
」

⑭
Ａ
「
画
中
の
光
景
」
→
Ｂ
・
Ｃ
「
畫
裏
の
光
景
」

 

（
句
読
点
の
異
同
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
句
読
点
に
つ
い
て

は
、
Ａ
は
す
べ
て
読
点
が
打
た
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
・
Ｃ
で
は

適
宜
一
部
が
句
点
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｂ
・
Ｃ
間
に
句
読

点
の
異
同
は
な
い
。
）

　

荷
風
は
『
新
生
』
誌
へ
の
掲
載
に
際
し
て
『
斷
腸
亭
日
乘
』

原
本
の
本
文
を
13
箇
所
に
渡
り
修
訂
し
て
い
る
（
⑨
は
Ｂ
の

み
２
文
か
ら
成
る
が
、
句
点
は
誤
っ
て
入
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
荷

風
の
直
し
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
異
同
な
し
と
し
て
除
外
）
。

そ
し
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
単
行
本
『
罹
災
日
錄
』
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
11
箇
所
の
Ａ
→
Ｂ
・
Ｃ
は
そ
れ
を
表
し
て
い

る
。

　

残
る
２
箇
所
⑦
⑧
は
、
い
ず
れ
も
Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
と
変
化
し

て
い
る
が
、
実
は
⑧
に
つ
い
て
は
、
「
道
の
南
側
」
の
「
南
」

は
、
Ａ
も
Ｃ
も
「
兩
」
で
あ
る
か
ら
誤
植
で
あ
ろ
う
。
す
る

と
、
こ
れ
も
Ａ
→
Ｂ
・
Ｃ
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　

従
っ
て
、
結
局
Ａ
→
Ｂ
・
Ｃ
が
12
箇
所
、
Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
が

１
箇
所
と
な
る
。

　

Ａ
→
Ｂ
→
Ｃ
は
⑦
の
１
箇
所
し
か
な
い
が
（
Ｂ
の
「
郊
岸
」

は
「
對
岸
」
を
誤
っ
た
も
の
だ
ろ
う
）
、
Ｂ
→
Ｃ
の
存
在
は
、『
罹

災
日
錄
』
で
本
文
全
体
が
さ
ら
に
細
か
く
吟
味
さ
れ
て
い
る

証
左
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
橋
の
前
後
の
表
現
を
め
ぐ
っ

て
言
葉
は
二
転
三
転
、
荷
風
は
明
ら
か
に
表
現
を
模
索
し
て

い
る
。

　

⑤
も
同
様
で
、
「
裁
判
所
」
は
「
縣
廳
」
と
同
じ
坂
に
は

な
い
た
め
除
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
前
掲
の
地
図
参
照
）
。

　

⑧
は
単
語
の
入
れ
替
え
に
止
ま
ら
ず
、
一
文
の
構
成
を
も

変
え
て
よ
り
適
切
な
表
現
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

⑩
⑪
は
、
よ
り
漢
文
訓
読
調
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
荷
風
の
求
め
た
文
学
表
現
の
方
向
で
あ
ろ
う
。

　

⑬
で
は
「
ボ
ー
ト
」
が
「
小
舟
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
荷

風
が
見
た
旭
川
の
河
面
に
浮
か
ん
で
い
た
の
は
、
一
般
に
は

「
ボ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

当
時
明
朗
も
智
子
を
連
れ
て
岡
山
城
を
訪
れ
て
い
る
が
、

そ
の
時
の
出
来
事
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

（
智
子
が
）
ボ
ー
ト

ゝ

ゝ

ゝ

に
乗
っ
て
み
た
い
と
云
う
の
で
、

舟
着
場
へ
降
り
て
行
っ
た
ら
、
戦
時
中
故
男
女
二
人
は

乗
せ
ま
せ
ん
と
こ
と
わ
ら
れ
た

（
注
８
）。

（
傍
点
引
用
者
）

　

や
は
り
現
実
に
存
在
す
る
の
は
「
ボ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る

乗
り
物
な
の
だ
が
、
「
宛
然
畫
裏
の
光
景
」
と
す
る
に
は
荷
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風
に
よ
る
「
小
舟
」
の
一
筆
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。

　

⑭
は
「
画
中
」
を
あ
え
て
使
用
頻
度
の
低
い
「
画
裏
」
に

変
え
て
い
る
。
荷
風
的
世
界
の
構
築
に
は
そ
の
方
が
よ
り
有

効
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

や
は
り
荷
風
日
記
一
日
に
し
て
な
ら
ず
、
と
言
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

　

注
（
１
）
凌
霜
は
親
交
の
あ
っ
た
相
磯
凌
霜
（
本
名
相
磯
勝
弥
）
、
五

叟
は
従
弟
の
杵
屋
五
叟
（
本
名
大
島
一
雄
）
。

（
２
）
岡
山
城
は
当
時
国
宝
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
20
年
の
空
襲
で

焼
失
。
現
在
の
岡
山
城
は
昭
和
41
年
に
再
建
さ
れ
た
。

（
３
）
「
日
和
下
駄
」
の
第
八
「
閑
地
」
で
は
、
赤
坂
御
所
に
隣
接

す
る
空
き
地
に
歩
み
入
っ
た
荷
風
。
「
夜
に
な
っ
た
ら
き
っ

と
蛍
が
飛
ぶ
に
ち
が
い
な
い
」
と
確
信
し
て
い
る
。

（
４
）
荷
風
は
「
國
民
學
校
」
と
し
て
い
る
が
、
当
時
岡
山
城
の

城
郭
内
に
「
工
場
の
如
く
屹
立
」
し
て
い
た
「
宏
大
な
る
」

学
校
は
岡
山
県
第
一
岡
山
中
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学
校
も

空
襲
で
岡
山
城
天
守
閣
と
と
も
に
焼
失
し
た
。

（
５
）
菅
原
明
朗
『
荷
風
罹
災
日
乘
註
考
』
（
平
成
12
年
９
月
、
石

井
哀
草
果
編
、
私
家
版
）
。
明
朗
は
昭
和
36
年
に
執
筆
。

（
６
）
岡
長
平
「
ぼ
っ
こ
う
横
丁 

お
か
や
ま
風
土
記
」
（
『
夕
刊
新

聞
』
、
昭
和
36
年
１
月
13
日
）

（
７
）
ち
な
み
に
、
『
新
生
』
誌
掲
載
の
「
罹
災
日
錄
」
や
単
行
本

『
罹
災
日
錄
』
の
６
月
28
日
の
記
事
は
、
空
襲
時
の
逃
走

経
路
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
が
、
鶴
見
橋
は
「
旭
橋
」
に

変
え
ら
れ
て
い
る
。

旭
橋
に
至
る
に
對
岸
後
樂
園
の
林
間
に
焰
の
上
る
を

見
し
が
、
逃
る
べ
き
道
な
き
を
以
て
橋
を
わ
た
り
西

大
寺
町
に
通
ず
る
田
間
の
小
徑
を
歩
む

	

「
鶴
見
橋
」
の
名
を
記
さ
な
い
方
法
と
し
て
は
、
た
だ
橋
と

の
み
呼
ぶ
か
、
別
名
を
付
け
て
切
り
抜
け
る
か
で
あ
ろ
う
。

７
月
９
日
や
８
月
18
日
の
日
記
で
は
、
「
國
神
社
」
を
「
三

門
神
社
」
と
改
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
國
」
を
嫌
っ
た

た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
「
鶴
見
」
は
「
交
尾
（
つ
る
）
み
」

と
の
音
通
を
嫌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
８
）
（
５
）
に
同
じ
。

―
て
ら
そ
ま
・
ま
さ
と　

尾
道
市
立
大
学
名
誉
教
授
―
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